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1)原子力機構 

 

（概要） 

原子炉内における複合環境下（放射線照射、高温高圧水環境）で生じる腐食事象を把握するため、軽水炉環

境下での事象を、材料への照射影響（①照射損傷）、環境への照射影響（②ラジオリシス）、それら腐食事象

の基礎となる③高温高圧水腐食の3つの要素に分割した。この3要素に対して、実現可能な代替照射技術を

用いた要素実験（①オートクレーブ試験、②イオン照射試験、③γ線照射試験）、幾つかの要素を組合せた

要素組合せ実験を行うことで、腐食事象に対するそれぞれの要素の単独影響、複合影響、重畳影響を系統的

に理解することが可能となり、炉内環境のような複雑環境下における腐食事象の合理的な評価が可能になる

と考えられる。初年度は要素組合せ実験（イオン照射材の腐食試験）を実施し、原子炉内の高エネルギー中

性子線照射によるCrコーティングの照射損傷を模擬し、重イオン照射材及び未照射材の腐食試験結果の比

較からCrコーティングZr合金（Cr-Zry）のCrコーティングそのものの腐食特性に及ぼす照射損傷の影響

を評価する。 
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１．目的 

Cr-Zry 被覆管は、軽⽔炉において事故が発⽣した際、事象の進展を抑制または緩和する「事故耐性燃料」

として、全世界的に開発が進められている。Cr-Zry 被覆管の腐食特性に関して、中性子照射影響を考慮し

た検討は報告例が少ない[1]。Cr-Zry 被覆管は Cr の純物質で表面がコーティングされるため、照射により

ステンレス鋼のような局部腐食リスクが増加する可能性は低いと考えられる。しかしながら、Cr の全面腐

食速度への照射損傷のメカニズムを把握することは、Cr-Zry 被覆管の照射下での腐食挙動を理解する上で

重要である。本研究ではイオン照射したCr-Zry被覆管のPWR水質環境を模試した高温高圧水下での腐食挙

動を評価することを目的とする。 

 

２．実施方法 

本研究では、PVDにより全面CrコーティングしたZry-4試験片（φ10 x t0.5mm）を用いて、試験片にイオ

ン照射による損傷領域を形成した。高温高圧水中での電気化学腐食試験により、Cr コーティング試験片の

腐食挙動に及ぼす照射の影響を調べる。目標とする照射量は、PWR 寿命末期の最大照射量（~20 dpa）まで

とする。今年度はCrコーティング表面での損傷量約1dpa、照射は実用温度である350℃で行った。 

 

３．結果及び考察、今後の展開等 

今年度は、図 1 に示す電気化学測定装置を既存の高温高圧

水ループに組み込み Cr コーティングした試験片の高温高

圧水中での電気化学腐食試験方法の確立を目指した。試験

片と測定用導線の接続が課題であったが、スポット溶接の

溶接条件（電圧、時間等）を最適化することにより、課題

を克服した。今後、非照射材のデータを取得したのち、照

射材の試験を実施する予定である。 
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